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福島水田における米中および各粒径土壌中の 137Cs/40K 放射能比の比較 

○辻本 聖也 1), 2)，宮下 直 1), 2)，グェン タィン ハイ 1), 2)，中島 覚 1), 2), 3)

1) 広島大学大学院理学研究科

2) 広島大学大学院リーディングプログラム機構フェニックスリーダー育成プログラム

3) 広島大学自然科学研究支援開発センター

2011 年 3 月 11 日に東日本大震災が発生し，福島第一原子力発電所の事故を引き起こした．水素爆発によっ

て，大量の放射性物質が拡散され，福島県を中心に土壌等の環境を汚染した．特に，セシウム-137 の半減期は

比較的長く，環境中に中長期に渡り残留する．また，住民による内部被ばくへの懸念から，米をはじめとする

農作物の汚染，すなわち，食の安全についても度々問題視されてきた．農林水産省によって行われた調査[1]

では，土壌中および玄米中の放射性セシウムには，明確な相関は見られなかった．一方で，土壌中の交換性カ

リウムの存在によって，玄米中の放射性セシウム濃度が大幅に減少するということが報告された．日本放射線

安全管理学会では，福島市森林下流水域に位置する水田から，基準値を超える米の汚染が見つかったため，そ

の原因を追究するべく調査が行われてきた[2]．当研究グループも引き続き，当該水田において，土壌と米のサ

ンプリングおよび測定を行い，放射性セシウムの米への移行係数と土壌の粒径分布との相関を明らかにした[3]．

本研究では，放射性セシウムの移行について，より理解を深めるため，米中および各粒径土壌中の 137Cs/40K

放射能比を計算し，その相関について考察する．

土壌および米のサンプルは，2014 年 9 月に採取された．サンプルは室温で十分に乾燥後，土壌サンプルは

さらに乾燥機を用いて，105 ℃で 24 時間，完全に乾燥した．乾燥後土壌サンプルは，乾式ふるい分級により，

地盤材料の工学的分類方法(JGS0051)に従い，分級した．すべてのサンプルは，U8 容器に入れられ，ゲルマニ

ウム半導体検出器により，セシウム-137, 134, カリウム-40 の放射能濃度を測定した．各粒径土壌中の放射能

濃度に粒径の割合を掛け，土壌 1 kg あたりの各粒径中における放射能を計算した．さらに，米中および各粒

径土壌中のそれぞれの 137Cs/40K 放射能比を計算し，比較した．米中および大粒径(Medium sand, Coarse sand)の

土壌中のそれぞれの放射能比が似た傾向にあったことから，セシウムは，大粒径の土壌中から米へ移行するこ

とが示唆された．
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